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日本歯科大学卒、歯学博士。
東京都北区に森元歯科医院開
設。現在、東京歯科保険医協
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歯
科
技
工
士
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賃
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と
長
時
間
労
働
、

　
歯
科
技
工
士
の
低
賃
金
と
長
時
間
労
働
、

　
離
職
は
な
ぜ
起
き
た
の
か

　
離
職
は
な
ぜ
起
き
た
の
か

◆
は
じ
め
に

　

歯
科
技
工
士
は
、
経
済
成
長

と
と
も
に
、
補
て
つ
物
の
需
要

が
急
激
に
増
加
し
た
こ
と
を
受

け
、
歯
科
技
工
士
養
成
校
が
急

増
し
、人
数
が
大
幅
に
増
え
た
。

　

し
か
し
、
歯
科
技
工
士
が
充

足
さ
れ
て
く
る
と
歯
科
技
工
士

の
求
人
は
急
減
し
、
そ
れ
に
伴

い
賃
金
の
上
昇
は
見
込
め
な
く

な
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
低
賃
金
に
よ
る
勤

務
の
継
続
を
断
念
し
、「
仕
方

な
く
」
歯
科
技
工
所
開
業
の
道

を
選
ぶ
歯
科
技
工
士
が
増
加
し

た
。
つ
ま
り
、
ワ
ン
マ
ン
ラ
ボ

の
小
規
模
技
工
所
が
乱
立
し
た

の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
歯

科
技
工
料
金
の
値
上
げ
は
叶
わ

ず
、
経
営
維
持
の
た
め
に
低
賃

金
・
長
時
間
労
働
を
強
い
ら
れ

る
悪
循
環
を
招
い
た
。

　

そ
し
て
、
歯
科
技
工
士
と
し

て
の
将
来
の
展
望
を
描
け
な
い

現
状
は
、
歯
科
技
工
士
養
成
校

を
卒
業
後
、
五
年
以
内
に
約
七

割
の
歯
科
技
工
士
が
離
職
す
る

と
い
う
結
果
を
招
い
た
。

◆
歯
科
医
師
1
人
に
対
す
る

　
歯
科
技
工
士
数
と
は

　

届
出
さ
れ
て
い
る
数
字
か
ら

見
た
歯
科
医
師
一
人
に
対
す
る

歯
科
技
工
士
の
割
合
は
、
長
ら

く
〇
・
三
三
前
後
で
あ
る
。

　

二
〇
一
八
年
（
平
成
三
十

年
）
の
厚
生
労
働
省
統
計
で

は
、
就
業
歯
科
医
師
総
数
十
万

四
千
九
百
八
名
、
就
業
歯
科
技

工
士
総
数
三
万
四
千
四
百
六
十

八
名
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
歯
科

医
師
一
人
に
対
す
る
歯
科
技
工

士
の
割
合
は
〇
・
三
二
で
あ

る
。

　

現
在
、
歯
科
医
師
国
家
試
験

合
格
者
数
は
二
千
名
前
後
で
推

移
し
て
い
る
。
こ
れ
に
見
合
っ

た
歯
科
技
工
士
国
家
試
験
の
合

格
数
は
六
百
名
前
後
が
適
切
と

も
考
え
ら
れ
る
が
、
二
〇
一
九

年
（
令
和
元
年
）
の
歯
科
技
工

士
国
家
試
験
の
合
格
数
は
八
百

三
十
八
名
で
あ
る
。

◆
「
担
い
手
の
減
少
」
と

　
　
就
業
歯
科
技
工
士
数
の
予
想

　

し
か
し
、
五
年
以
内
に
七
割

が
離
職
す
る
歯
科
技
工
士
は
、

二
〇
一
九
年
（
令
和
元
年
）
卒

業
者
か
ら
見
る
と
、
八
百
三
十

八
名
の
う
ち
二
百
五
十
一
名
し

か
就
労
し
て
い
な
い
こ
と
に
な

り
、
明
ら
か
に
不
足
す
る
。

　

さ
ら
に
、
現
在
の
歯
科
技
工

士
年
齢
構
成
は
五
十
歳
代
以
上

が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
引
退

時
期
を
考
え
る
と
、
歯
科
技
工

の
担
い
手
の
減
少
と
と
も
に
、

歯
科
医
療
（
歯
科
技
工
操
作
が

関
連
す
る
歯
冠
修
復
、
欠
損
補

て
つ
が
四
〇
％
弱
を
占
め
る
）

そ
の
も
の
の
存
続
自
体
も
危
ぶ

ま
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

◆
歯
科
技
工
へ
の
意
欲
や
技
術
向
上

　

多
く
の
小
規
模
歯
科
技
工
所

は
、
歯
科
技
工
物
を
納
期
ま
で

に
完
成
さ
せ
る
た
め
に
長
時
間

労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
約

半
数
が
週
六
十
時
間
以
上
労
働

し
て
い
る
こ
と
が
二
〇
二
〇
年

九
月
に
協
会
が
実
施
し
た
「
歯

科
技
工
所
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
明

ら
か
に
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
労
働
環
境
下
で
、

歯
科
技
工
に
対
す
る
技
術
の
向

上
や
意
欲
が
失
せ
る
こ
と
は
、

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

こ
こ
で
、
二
〇
一
四
年
に
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
冠
が
保
険
収
載

さ
れ
、
歯
科
技
工
所
に
大
き
く

普
及
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
口

腔
内
ス
キ
ャ
ナ
ー
（
Ｉ
Ｏ
Ｓ
）

の
普
及
も
始
ま
る
な
ど
、
デ
ジ

タ
ル
歯
科
技
工
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
は
目
覚
ま
し
い
。
今
後
、

か
な
り
の
技
工
工
程
を
デ
ジ
タ

ル
化
・
機
械
化
す
る
こ
と
で
、

技
工
業
務
の
効
率
化
に
成
功
す

れ
ば
、
時
間
の
余
裕
や
労
働
環

境
の
改
善
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
歯
科
技
工
士
に

よ
る
患
者
一
人
ひ
と
り
に
合
わ

せ
た
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
は
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。

　

ま
た
、
小
規
模
技
工
所
に
お

い
て
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
歯

科
技
工
の
技
術
習
得
や
、
そ
れ

に
伴
う
高
額
な
設
備
投
資
は
、

厳
し
い
壁
と
し
て
立
ち
塞
が
っ

て
い
る
。

▼
次
回
は
…

　

こ
こ
ま
で
五
回
に
わ
た
り
、

歯
科
技
工
士
問
題
、
す
な
わ
ち

低
賃
金
・
長
時
間
労
働
・
離
職

（
人
手
不
足
）
に
つ
い
て
連
載

し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
歯
科
界

全
体
の
問
題
で
あ
る
。

　

国
に
よ
る
歯
科
の
低
医
療
政

策
と
歯
科
技
工
士
養
成
に
関
す

る
無
政
策
に
よ
り
、
歯
科
技
工

士
の
低
賃
金
や
早
期
離
職
を
招

い
た
。

　

次
号
（
最
終
回
）
で
は
、
こ

れ
ら
諸
問
題
の
解
決
策
を
探
り
、

解
決
に
向
け
た
方
向
を
示
し
、

締
め
括
り
と
し
た
い
。

新規個別指導の対処など熱弁新規個別指導の対処など熱弁

 新規開業医講習会

新型コロナ感染対策に万全期し開催

　

協
会
は
一
月
十
七
日
、
Ｔ

Ａ
Ｐ
高
田
馬
場
に
て
新
規
開

業
医
講
習
会
を
開
催
し
た
。

開
業
し
新
規
個
別
指
導
を
控

え
た
会
員
三
十
七
名
が
参
加

し
た
。「
指
導
が
心
配
」、

「
カ
ル
テ
記
載
に
不
安
が
あ

る
」
な
ど
の
会
員
の
声
に
配

慮
し
、
緊
急
事
態
宣
言
の
中
、

午
前
・
午
後
と
一
日
コ
ー
ス
に

な
っ
て
い
た
時
間
を
午
後
の
み

に
短
縮
し
、
感
染
対
策
を
十
分

に
施
し
た
う
え
で
開
催
し
た
。

　

山
本
鐵
雄
副
会
長
は
冒
頭
の

挨
拶
で
、「
開
業
し
診
療
す
る

う
え
で
の
必
要
事
項
を
本
日
は

凝
縮
し
た
内
容
に
し
て
い
る
。

参
加
者
に
し
っ
か
り
と
伝
え
て

い
き
た
い
」
と
訴
え
、
最
新
情

報
が
配
信
さ
れ
て
い
る
協
会
の

デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス
な

ど
、
重
要
な
情
報
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
の
で
注
意
し
て
見
る
よ

う
説
明
し
た
。

　

講
義
で
は
、
新
規
個
別
指
導

時
の
持
参
物
や
指
摘
事
項
を
説

明
し
、
算
定
要
件
や
基
礎
的
な

カ
ル
テ
記
載
な
ど
、
保
険
医
に

と
っ
て
押
さ
え
て
お
き
た
い
ポ

イ
ン
ト
を
解
説
し
た
。

　

講
義
後
は
、
参
加
者
か
ら
の

質
問
に
も
回
答
し
、
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
好
評
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
た
。

　

新
規
開
業
医
講
習
会
は
、
先

生
方
が
保
険
診
療
を
理
解
し
、

カ
ル
テ
や
レ
セ
プ
ト
の
記
載
が

き
ち
ん
と
で
き
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
て
い
る
。
今
年
度
は

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
も
三
回
開

催
し
、
百
六
名
の
会
員
が
参
加

し
た
。

◆
ぜ
ひ
ご
参
加
を

　

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
声
に
応

え
、
指
導
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ

え
た
内
容
で
開
催
を
続
け
て
い

く
。
開
催
日
時
は
適
時
、
機
関

紙
や
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
な
ど
に

掲
載
す
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
参

加
さ
れ
た
い
。
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証証

新型コロナウイルス感染症対応に向け新型コロナウイルス感染症対応に向け

２２つのマニュアルをつのマニュアルを
独自に作成独自に作成

協会「院内感染防止対策委員会」が編集
１、「新型コロナウイルス感染症の感染
　が疑われる患者・従業員への対応」▶
２、「新型コロナウイルス感染症を
　防止するための院内労働環境整備」
　東京都を含む11都府県に再度の「緊急事態宣言」が発令され、新
型コロナウイルス感染症には、誰が、いつ罹患してもおかしくない
状況下にあります。
　また、現在、歯科診療所での感染事例のほぼすべてが、歯科治療
を介しての感染ではなく、「院内関係者から院内関係者への職場内
感染」であるという実態から、当協会の「院内感染防止対策委員会」
では、感染が疑われる患者・従業員の対応策が必要と考え、①「感
染が疑われる患者・従業員の対応策」、②「院内労働環境の整備の
ポイント」―の2つのマニュアルを作成しました。
　患者・従業員に発熱等の症状があったら、従業員
が濃厚接触者になったら、従業員がＰＣＲ検査で
「陽性」と確認されたら…など、具体的な対応策
を記載しているので、ぜひ、ご参考にしていただ
き、慎重にご対応いただきたい。
　なお、2つのマニュアルの全文は東京歯科保険医
協会のホームページに掲載しています。

▼ 全文閲覧はここから


